
中学生の登下校での活用
課題 ドライバー不足により

令和5年度から冬季の通学バスが廃止。
冬の毎朝の送迎は保護者の負担 大

検討 地域に定着している既存の運行内容は
そのまま、R6年度に登下校用のバス停、
回数券を新設。

結果
新たな客層の取り込みに成功。
冬季中学生の利用は延べ159名。
令和6年度の合計利用者数は
過去最高の2,450名に達した。
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スマイルグリーン号 利用者数の推移(人)

利用者のニーズに合わせた運行内容の変更

スマイルグリーン号について
運行主体：大郷明治交通サービス運営協議会

（山交ハイヤー㈱に運行を委託）

スマイルグリーン号運行の仕組み

利用方法：事前に会員登録し、乗車前日の午後７時
までに専用ダイヤルに予約

運行日 ：月・水・金 各日9便
※予約のない便は運行しません

令和7年度の変更点
①バス乗り場の見直し
利用が無い乗り場13箇所を
当面の間休止に。削減した
時間で乗り場3箇所新設。

◎交通混雑の解消
◎医療機関が揃っている
場所に乗り場を新設

〇JR漆山駅に運行区域拡大

②回数券を3種類に増やす

500円区間の6回分回数券を
2,000円で販売

新 300円区間の回数券を新設
新 200円区間の回数券を新設

※それぞれ20％分の割引

③冬期間の増便（検討中）

中学生の保護者より、
登校に利用するために冬限定で
火曜・木曜運行の要望あり

登校利用のため第１便に限定
しての運行を小委員会で検討

運営委員会での決定を踏まえ、
今年度は運行予算の範囲内で
12月から試行的に実施予定。

～協議会メンバーが利用分析等を行い、課題等の解決に努めています～
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